


本書の構成

第1編　労働災害に対する補
償・賠償総説

労働災害全体について、法的な根拠
を明確にしながら解説しています。

第2編　労災補償保険法に基づ
く国の補償

労災補償保険法に基づく国の補償に
ついて、認定基準や手続きを解説して
います。

第3編　労働災害と会社の賠償

事故の形態別に会社の賠償責任を裁
判例等を基に研究・検討し、詳しく解説
しています。

第4編　労働災害と示談・上積
補償

示談をする上での問題点や会社の上積
補償制度の運用についてノウハウを紹介
しています。

事故が発生した際に必要な対
応策・法的知識を約300の事
例によりわかりやすく解説！！

事故後の処置 労災認定される事故か？ 労災補償保険法上の
手続きは？

示談・会社の上積
補償の問題は？

損害賠償（訴訟）
への対応は？

関連設問 
●過労死と脳血管疾患や虚血性心疾患
等の認定基準

●脳血管疾患や虚血性心疾患等の認定
基準で取り扱う疾病の範囲

●過重な業務により発症したとする心
疾患

関連設問 
●労災補償請求の際の会社の証明

●業務起因性をめぐる被災労働者の遺
族と労働基準監督署長の訴訟手続へ
の事業主の参加

関連設問 
●上積補償と損害賠償との関係

●労災上積補償制度の必要性と遺族の
生活維持

関連設問 
●会社の従業員が、会議中に倒れ、翌
日脳出血により死亡した場合の会社
の責任

●石綿粉じん吸収による悪性中皮腫発
症・死亡と会社の安全配慮義務

事故
発生

第1編　労働災害に対する
補償・賠償総説

Ⅰ労働災害の現状
Ⅱ労働災害と補償制度
1 労働災害と会社の補償
（労働基準法を中心）
2 労働災害と国の補償
（労災補償保険法を中心）

（1）労災保険制度の目的・対象・成立等
手続き、（2）労災保険の給付、（3）社会復帰
促進等事業、（4）費用負担（保険料、費用
徴収等）、（5）特別加入、（6）不服の申立て
3 労働災害防止策

Ⅲ労働災害と会社の賠償責任
1 債務不履行
（1）安全配慮義務違反による損害賠償責
任、（2）過労死と安全配慮義務、（3）請負
業者の従業員に対する安全配慮義務、（4）
立証責任、（5）消滅時効、（6）職場復帰、（7）
労働者の自己保健義務、（8）会社の指定
医による診断
2 不法行為
（1）労働災害と会社の不法行為責任、（2）
立証責任、（3）因果関係、（4）消滅時効、
（5）共同不法行為、（6）注文者責任、（7）工
作物責任、（8）使用者責任
3 損害賠償
（1）労働災害の損害賠償、（2）包括請求･
一律請求、（3）過失相殺、（4）寄与率によ

る賠償額の減額、（5）労災保険金、厚生年
金の控除

Ⅳ労働災害と示談・上積補償
1 示談
○示談後の損害賠償請求
○労働災害の補償金の税務処理
2 上積補償
○上積補償と損害賠償との関係
○労災上積補償金額の現状

第2編　労災補償保険法に
基づく国の補償

Ⅰ災害発生時の処置と労災保険給
付の流れ
Ⅱ負傷事故（死亡事故を含む）
1 就業中における災害の業務上外認定
（1）作業中
○運転業務中、私病の発症により信号機
に激突して死亡した災害

（2）作業の中断中
○業務のため外出中、帽子が風にとばさ
れ、拾おうとして負傷した災害

（3）作業に伴う必要行為または合理的行
為中

○残業の夜食を調理中の災害
（4）作業の準備行為または後始末行為中
（5）緊急業務中
2 勤務時間外における災害の業務上外認定
（1）休憩時間中
○休憩時間に会社構内で行った球技中
の負傷

（2）事業場施設の利用中または施設内で
行動中

○独身寮で出た夕食が原因の食中毒

（3）休日
○休日、緊急の呼出しを受け、出勤する
途中の交通事故
3 事業場施設外における災害の業務上
外認定

（1）出張中、出向中の災害
（2）赴任途上
○転勤に備えて事前に身の回り品を運
ぶ途中の交通事故

（3）通勤途上
（4）運動競技会、宴会その他の行事の出

席中
（5）療養中
○業務災害の療養中、転倒により同一部
位の再骨折
4 その他の災害の業務上外認定
（1）天災地変による災害
（2）他人の暴行による災害
（3）原因不明、その他の事由による災害
5 補償、給付手続き
（1）療養
○業務外と思っていても事業主が証明
をする必要はあるのか
○通院費の支給基準と請求手続き
（2）休業、（3）治ゆ・再発、（4）遺族補償給付
（5）葬祭料
○社葬を行った場合の葬祭料

Ⅲ疾病事故（死亡事故を含む）
1 負傷に起因する疾病の業務上外認定
（腰痛症を除く）

○負傷に起因する脳血管疾患および虚

血性心疾患等
2 負傷に起因する疾病以外の疾病の業
務上外認定（腰痛症を含む）
（1）危険有害作業による疾病
○有機溶剤による疾病
（2）腰痛症、頸肩腕症候群、難聴、上肢障

害、その他の疾患
（3）脳血管疾患
○過労死と脳血管疾患や虚血性心疾患
等の認定基準

（4）虚血性心疾患
○過重な業務により発症したとする心
疾患

（5）精神障害（心困性障害）・自殺
○パワーハラスメントにより労働者が
うつ病を発症し、自殺した場合の業
務起因性
3 補償・給付手続き

Ⅳ障害が残った事故
1 障害補償給付の対象と等級
（1）障害補償給付の対象
○労災保険でいう「治ゆ」の状態
（2）身体部位別等級
2 障害補償給付手続き

Ⅴ通勤災害
1 給付の対象
（1）通常の通勤途上での災害
○単身赴任者が会社から会社の寮に立
ち寄って自宅へ帰る途中の災害

（2）業務の関係で通勤経路を変更した場
合の災害

（3）事業場施設内での行事等に参加後の

帰宅途上災害
（4）事業場外での行事参加後の帰宅途上

災害
（5）宿泊場所の変更
○自宅以外の場所から出勤した場合の
通勤災害

（6）合理的理由による通勤経路変更
○禁止のマイカー通勤時の通勤災害
（7）逸脱・中断
○介護のための立寄りと通勤災害
（8）その他
○通勤行為は、一日一往復に限られるか
2 補償、給付手続き

Ⅵその他
1 特別加入者
（1）特別加入の場合の災害補償
（2）補償給付の対象と給付手続き
2 労災訴訟
（1）公務文書
（2）労働者性

第3編　労働災害と会社の賠償

Ⅰ負傷事故（死亡事故を含む）
1 墜落・転落・転倒
○技術研修を目的に出向している下請
労働者が、出向先会社（元請会社）の
監督している建設現場で転落し、死亡
した場合の両者の責任
○建設現場で孫請け労働者が、トタン屋
根の張替え作業中、足を滑らせ墜落し
頭蓋底骨を骨折し、死亡した場合の会
社の責任、本人の責任

2 はさまれ巻き込まれ
○食品工場のパートタイマーが、ベルト
コンベアーに右手指を巻き込まれ右
上腕を切断した場合の会社の責任
3 崩壊・倒壊
○ゴルフ場内で発生した土砂崩れ事故
により職員が生き埋めとなり死亡し
た場合のゴルフ場を経営する会社の
工作物責任
4 飛来・落下物
○地下鉄建設現場で、H鋼が孫請業者の
従業員の上に落下し負傷した事故に
おける下請会社および下請会社の現
場責任者の責任
5 激突
○鉄鋼会社が、リース会社から借りた運
転手付きクレーン車で、玉掛けされた
鋼管を移動中に、従業員に鋼管が激突
し負傷した事故における安全配慮義務
6 有機物等との接触
（高温・低温物との接触）
○化学物質過敏症の罹患と安全配慮義
務
7 火災・破裂・爆発
○造船会社から船舶の塗装工事を請け
負った塗装会社からさらに下請けし
た会社の従業員が、ガス爆発事故によ
り火傷を負った場合の造船会社の不
法行為責任

8 感電・ガス中毒
○電柱で作業をしていた鉄鋼会社の従

業員が、高圧線に触れて感電し、死亡
した場合の被災者の逸失利益
9 交通事故
○会社の車両整備工場で、従業員が大型
自動車で同僚の頭部を轢き、即死させ
た場合の会社の責任
○会社の従業員が会社の車を運転中、車
を追突させ、同乗していた同僚を死亡
させた場合の会社の安全配慮義務
10 その他
○依頼を受けた会社で、夜間警備中に警
備員が強盗に殺害された場合の会社
の責任
○会社の従業員同志が、仕事上のことで
口論となり、一方が他方に暴行を加え
負傷させた場合の会社の使用者責任

Ⅱ疾病（死亡事故を含む）
1 腰痛　
○ピアノ運送会社の従業員が腰椎ヘル
ニアになった場合の会社の安全配慮
義務の有無
2 頸肩腕症候群
○コンピュータの端末からデータを入
力する仕事をしている女性従業員が
頸肩腕症候群に罹患した場合の女性
従業員の自己保健義務
3 ガン
○黒鉛電極製造会社の工場において従
業員が肺ガンにかかり死亡した場合
の会社の責任
4 じん肺
○精錬所の従業員がスクレーパー作業で

発生する大量の粉じんによってじん肺
に罹患した場合の会社の株式の50パー
セントを保有する親会社の責任
5 精神障害（心因性障害）・自殺
○長時間労働に従事した広告代理店の
従業員が自殺した場合における会社
の安全配慮義務
6 脳・心疾患（過労死）
○会社の従業員が、会議中に倒れ、翌日脳
出血により死亡した場合の会社の責任
7 有機溶剤中毒
○塗装作業に従事していた機械機器製
造業の従業員が、塗装で使用するトル
エンが原因で有機溶剤中毒に罹患し
た場合の会社の責任
8 難聴
9 振動障害
１０ その他

第4編　労働災害と示談・上積補償

Ⅰ示談
○地下鉄建設工事の工事現場で、H鋼が
下請業者の従業員の上に落下し負傷
した事故に関し、元請会社と被災者と
の間に交わされた示談書の効力

Ⅱ上積補償
○黒鉛電極製造会社で長期にわたり黒
鉛電極製造業務に従事した従業員が
肺ガンにより死亡した場合の会社独
自の上積補償と慰謝料の関係

※内容構成・設問の表記は内容の更新により、実際の内容と異なる場合があります。

内 容 構 成 （ 抜 粋 ）
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2 負傷に起因する疾病以外の疾病の業
務上外認定（腰痛症を含む）
（1）危険有害作業による疾病
○有機溶剤による疾病
（2）腰痛症、頸肩腕症候群、難聴、上肢障

害、その他の疾患
（3）脳血管疾患
○過労死と脳血管疾患や虚血性心疾患
等の認定基準

（4）虚血性心疾患
○過重な業務により発症したとする心
疾患

（5）精神障害（心困性障害）・自殺
○パワーハラスメントにより労働者が
うつ病を発症し、自殺した場合の業
務起因性
3 補償・給付手続き

Ⅳ障害が残った事故
1 障害補償給付の対象と等級
（1）障害補償給付の対象
○労災保険でいう「治ゆ」の状態
（2）身体部位別等級
2 障害補償給付手続き

Ⅴ通勤災害
1 給付の対象
（1）通常の通勤途上での災害
○単身赴任者が会社から会社の寮に立
ち寄って自宅へ帰る途中の災害

（2）業務の関係で通勤経路を変更した場
合の災害

（3）事業場施設内での行事等に参加後の

帰宅途上災害
（4）事業場外での行事参加後の帰宅途上

災害
（5）宿泊場所の変更
○自宅以外の場所から出勤した場合の
通勤災害

（6）合理的理由による通勤経路変更
○禁止のマイカー通勤時の通勤災害
（7）逸脱・中断
○介護のための立寄りと通勤災害
（8）その他
○通勤行為は、一日一往復に限られるか
2 補償、給付手続き

Ⅵその他
1 特別加入者
（1）特別加入の場合の災害補償
（2）補償給付の対象と給付手続き
2 労災訴訟
（1）公務文書
（2）労働者性

第3編　労働災害と会社の賠償

Ⅰ負傷事故（死亡事故を含む）
1 墜落・転落・転倒
○技術研修を目的に出向している下請
労働者が、出向先会社（元請会社）の
監督している建設現場で転落し、死亡
した場合の両者の責任
○建設現場で孫請け労働者が、トタン屋
根の張替え作業中、足を滑らせ墜落し
頭蓋底骨を骨折し、死亡した場合の会
社の責任、本人の責任

2 はさまれ巻き込まれ
○食品工場のパートタイマーが、ベルト
コンベアーに右手指を巻き込まれ右
上腕を切断した場合の会社の責任
3 崩壊・倒壊
○ゴルフ場内で発生した土砂崩れ事故
により職員が生き埋めとなり死亡し
た場合のゴルフ場を経営する会社の
工作物責任
4 飛来・落下物
○地下鉄建設現場で、H鋼が孫請業者の
従業員の上に落下し負傷した事故に
おける下請会社および下請会社の現
場責任者の責任
5 激突
○鉄鋼会社が、リース会社から借りた運
転手付きクレーン車で、玉掛けされた
鋼管を移動中に、従業員に鋼管が激突
し負傷した事故における安全配慮義務
6 有機物等との接触
（高温・低温物との接触）
○化学物質過敏症の罹患と安全配慮義
務
7 火災・破裂・爆発
○造船会社から船舶の塗装工事を請け
負った塗装会社からさらに下請けし
た会社の従業員が、ガス爆発事故によ
り火傷を負った場合の造船会社の不
法行為責任

8 感電・ガス中毒
○電柱で作業をしていた鉄鋼会社の従

業員が、高圧線に触れて感電し、死亡
した場合の被災者の逸失利益
9 交通事故
○会社の車両整備工場で、従業員が大型
自動車で同僚の頭部を轢き、即死させ
た場合の会社の責任
○会社の従業員が会社の車を運転中、車
を追突させ、同乗していた同僚を死亡
させた場合の会社の安全配慮義務
10 その他
○依頼を受けた会社で、夜間警備中に警
備員が強盗に殺害された場合の会社
の責任
○会社の従業員同志が、仕事上のことで
口論となり、一方が他方に暴行を加え
負傷させた場合の会社の使用者責任

Ⅱ疾病（死亡事故を含む）
1 腰痛　
○ピアノ運送会社の従業員が腰椎ヘル
ニアになった場合の会社の安全配慮
義務の有無
2 頸肩腕症候群
○コンピュータの端末からデータを入
力する仕事をしている女性従業員が
頸肩腕症候群に罹患した場合の女性
従業員の自己保健義務
3 ガン
○黒鉛電極製造会社の工場において従
業員が肺ガンにかかり死亡した場合
の会社の責任
4 じん肺
○精錬所の従業員がスクレーパー作業で

発生する大量の粉じんによってじん肺
に罹患した場合の会社の株式の50パー
セントを保有する親会社の責任
5 精神障害（心因性障害）・自殺
○長時間労働に従事した広告代理店の
従業員が自殺した場合における会社
の安全配慮義務
6 脳・心疾患（過労死）
○会社の従業員が、会議中に倒れ、翌日脳
出血により死亡した場合の会社の責任
7 有機溶剤中毒
○塗装作業に従事していた機械機器製
造業の従業員が、塗装で使用するトル
エンが原因で有機溶剤中毒に罹患し
た場合の会社の責任
8 難聴
9 振動障害
１０ その他

第4編　労働災害と示談・上積補償

Ⅰ示談
○地下鉄建設工事の工事現場で、H鋼が
下請業者の従業員の上に落下し負傷
した事故に関し、元請会社と被災者と
の間に交わされた示談書の効力

Ⅱ上積補償
○黒鉛電極製造会社で長期にわたり黒
鉛電極製造業務に従事した従業員が
肺ガンにより死亡した場合の会社独
自の上積補償と慰謝料の関係

※内容構成・設問の表記は内容の更新により、実際の内容と異なる場合があります。

内 容 構 成 （ 抜 粋 ）



こんなときどうする

労働災害
会社の対応と責任

Q&A

こんなときどうする

労働災害
会社の対応と責任

Q&A

労働災害が起こってしまったら、
あなたの会社ではどう対処しますか？

【編集委員】
牛場國雄（弁護士）
冨田武夫（弁護士）
村木宏吉（労働衛生コンサルタント・

元労働基準監督署長）
【編集】
会社実務研究会
労働災害研究グループ

「国の補償」から「損害賠
償」「示談・上積補償」の
問題までを、Q&Aで、や
さしく解説！

万一事故が起こったら、まず
何をしなければならないか

どんなケースが労災認定され
ているのか

国の補償を受けるためにはど
のような手続きが必要なのか

会社としてどのような補償制
度をつくればいいのか

示談・訴訟への対応は？

労働災害を防止するための
労務管理のポイントは？
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労働災害QA

こんな疑問にお答えします!!

B5判・加除式・全2巻
定価15,750円（本体15,000円）




